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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、TGF-β（形質転換成長因子β）スーパーファミリーのタンパク質のメンバーをコードしています。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって処理され、ホモ二量体およびヘテロ二量体のアクチビン複合体のサブユニットを生成します。ヘテロ二量体複合体は、アクチビンAシグナル伝達の阻害に機能する可能性があります。この遺伝子を過剰発現しているトランスジェニックマウスは、精巣、肝臓、前立腺に欠陥を示します。[RefSeq提供、2016年8月]機能：インヒビンとアクチビンは、それぞれ下垂体によるフォリトロピンの分泌を阻害および活性化します。インヒビン/アクチビンは、サブユニットの構成に応じて、視床下部および下垂体ホルモン分泌、性腺ホルモン分泌、生殖細胞の発達と成熟、赤血球分化、インスリン分泌、神経細胞の生存、胚の体軸発達、骨の成長など、さまざまな機能の調節に関与しています。インヒビンはアク​​チビンの機能に拮抗すると考えられる。,類似性：TGF-βファミリーに属する。,サブユニット：αサブユニットとβサブユニットが1つ以上のジスルフィド結合によって結合し、ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成する。インヒビンはαサブユニットとβサブユニットが1つずつヘテロ二量体を形成する。アクチビンはβサブユニットのみのホモ二量体またはヘテロ二量体を形成する。,組織特異性：良性前立腺肥大症で発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト精巣組織におけるインヒビンβ-C抗体の免疫組織化学分析。
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